
京都府薬剤師会 会員のみなさまへ 

 

会員のみなさまにおかれましては、長引くコロナ禍の中、薬局や病院などそれぞれの職

場において、医療従事者としての責任と誇りを持ち、新型コロナウイルス感染症の拡大抑

制に向け、薬剤師としての使命を遂行していただいていることに感謝を申し上げます。 

 

政府は首都圏の１都３県に引き続き、１月１３日、京都府を始めとする近畿２府１県な

どに対しても緊急事態宣言を発令しました。改めて、府民に対する正しい知識の啓発、受

診が困難になりつつある中での電話等を用いた服薬指導、医薬品の自宅等への配送、宿泊

施設や自宅で療養する感染者に対する対応、困難な状況下における薬学生の実習受入れな

ど、この間の取り組みにお礼申し上げますともに、この度の宣言発令を受け、引き続き、

より一層の緊張感をもって取り組んでいただきますよう、お願い申し上げます。 

 

新型コロナ患者の市中感染拡大が見られる現状においては、無症状感染者を含めて、周

りの誰が感染者であってもおかしくない状況になりつつありますので、病院内や薬局内は

勿論のこと、在宅訪問時などにおいても標準的な感染予防策を徹底し、決して薬剤師自ら

が二次感染することがないように細心の注意を払ってご対応いただきますよう、お願い申

し上げます。 

また、万が一、病院や薬局等に勤務する医療従事者から感染者が発生した場合の影響の

大きさを今一度お考えいただき、改めて、外出や外食等を始め、あらゆる場面で節度の有

る行動に努めていただきますよう、お願い申し上げます。 

府民に対しては、引き続き、新型コロナウイルスやその感染予防などについての正しい

知識を啓発するとともに、併せて、昨今急増している患者や医療従事者の家族等に対する

間違った偏見の払拭についても積極的に取り組んでいただきますよう、お願い申し上げま

す。 

 

当会といたしましても、京都府、京都市や医療関係団体などとより一層緊密に連携し、

引き続き、コロナ禍終息を最重要・最優先課題として取り組んでまいります。 

 

２月下旬からは、医療従事者に対するワクチンの優先接種が開始されるなど、新たな段

階に入りつつも、コロナ禍との戦いはまだまだ長期化が予想されることから、くれぐれも

ご自愛いただきつつ、いかなる状況下においても、府民のみなさまの医薬品や健康の相談

窓口としての役割が果たせるよう、気分を新たにして取り組んでまいりましょう。 
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